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全
学
年
一
斉
に

来
年
度
か
ら

学
級
定
数
減

人
７
学
級

４ ３

沼
津
市
に
あ
っ
て
、
江
原
素
六

先
生
の
銅
像
と
と
も
に
親
し
ま
れ

て
き
た
江
原
公
園
が
国
道
一
号
線

の
拡
張
計
画
で
移
転
を
迫
ら
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。
お
り
し
も
今
年

は
、
愛
鷹
山
山
麓
地
域
が
、
江
原

先
生
そ
の
他
先
人
た
ち
の
骨
折
り

に
よ
っ
て
、
地
元
の
村
々
に
払
い

下
げ
ら
れ
て
ち
ょ
う
ど
百
周
年
に

あ
た
り
、
愛
鷹
山
御
料
地
払
下
げ

百
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て

新
公
園
を
設
立
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
麻
布
学
園
が
毎
年
江
原
先
生

の
墓
参
り
の
際
に
お
世
話
に
な
っ

て
い
る
江
原
素
六
先
生
顕
彰
会

青
（

木
由
明
会
長
）
な
ど
が
中
心
と
な

っ
て
移
転
先
を
探
し
た
結
果
、
元

の
公
園
よ
り
北
へ
七
〇
〇
ｍ
、
江

原
先
生
の
墓
所
近
く
、
は
る
か
駿

河
湾
を
見
渡
せ
る
小
高
い
丘
の
う

え
に
こ
の
上
な
い
土
地
が
見
つ
か

っ
た

（
沼
津
市
東
熊
堂
字
東
本
陣

。

六
一
七

一
。
二
〇
〇
〇
平
米

。

－

）

新
公
園
が
、
二
一
世
紀
村
づ
く
り

の
拠
点
と
な
る
こ
と
を
念
願
す
る

地
元
の
方
々
の
献
身
的
な
努
力
が

あ
っ
て
、
こ
の
地
に
江
原
先
生
の

銅
像
を
移
築
し
、
公
園
と
し
て
の

整
備
工
事
を
施
し
た
結
果
、
さ
る

五
月
一
九
日
、
新
公
園
の
落
成
式

が
盛
大
に
行
わ
れ
る
運
び
と
な
っ

た
。
当
日
は
江
原
先
生
の
記
念
日

に
あ
た
り
、
麻
布
学
園
か
ら
は
新

中
一
（
三
百
一
名
）
が
恒
例
の
墓

参
を
か
ね
て
式
典
に
一
部
参
加
し

た
。
生
憎
の
雨
で
あ
っ
た
が
、
校

長
を
は
じ
め
、
一
同
江
原
先
生
の

遺
徳
を
偲
び
、
新
公
園
の
完
成
を

祝
っ
た

（
氷
上
）

。
自
ら
学
び
つ
…

辞

校
長

根
岸
隆
尾

祝愛
鷹
山
御
料
地
払
下
げ
百
周
年
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
日
、

こ
の
記
念
式
典
に
参
列
さ
せ
て
戴

き
、
顕
彰
会
の
皆
様
を
は
じ
め
と

す
る
地
元
の
方
々
の
、
江
原
素
六

先
生
へ
の
崇
敬
の
念
、
な
お
益
々

厚
い
こ
と
に
深
い
感
銘
を
憶
え
る

の
で
あ
り
ま
す
。
新
し
く
開
か
れ

た
こ
の
［
江
原
素
六
記
念
公
園
」

に
立
ち
、
先
生
の
立
像
を
拝
し
た

と
き
、
心
が
自
ら
澄
ん
で
い
く
の

を
感
じ
ま
す
。
晴
れ
て
い
れ
ば
愛

鷹
山
を
背
に
遥
か
眼
下
に
駿
河
湾

を
一
望
す
る
こ
の
地
は
、
土
地
高

燥
に
し
て
空
気
清
良
、
必
ず
や
先

。

生
の
御
心
に
適
っ
て
い
ま
し
よ
う

先
生
は
、
駿
河
人
と
し
て
霊
峰

富
士
を
讃
え

「
富
士
は
、
常
に
崇

、

高
雄
美
な
姿
を
以
て
、
接
す
る
人

々
の
心
に
清
い
美
し
い
崇
厳
な
観

念
を
起
こ
さ
せ
、
人
生
に
対
し
て

無
限
の
良
い
感
化
を
与
え
て
い

る

」
と
語
っ
て
い
ま
す
。
本
日
沼

。

津
に
参
り
、
創
立
者
江
原
秦
六
先

生
の
事
跡
に
触
れ
る
私
ど
も
麻
布

中
学
新
入
生
三
百
一
名
の
生
徒
の

心
に
必
ず
や
、
良
い
感
化
を
与
え

る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
こ
に

、

、

改
め
て

こ
の
場
を
お
借
り
し
て

例
年
私
ど
も
を
暖
か
く
迎
え
入
れ

て
下
さ
る
社
団
法
人
江
原
素
六
先

生
顕
彰
会
の
皆
様
、
又
明
治
資
料

館
、
少
年
自
然
の
家
、
地
元
の
方

々
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

咋
今
、
少
年
の
犯
す
さ
ま
ざ
ま
な

犯
罪
や
、
学
校
生
活
の
中
核
を
な

す
授
業
が
成
り
立
た
な
い
と
い
う

「
学
級
崩
壊
」
の
間
題
が
、
大
き

く
取
沙
汰
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
う

し
た
現
実
の
中
で
、
と
も
す
れ
ば

教
育
の
方
途
も
見
失
い
が
ち
で
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
旺
盛
な
好
奇

心
と
鋭
い
感
受
性
を
も
っ
た
青
少

年
、
と
り
わ
け
十
二
三
歳
か
ら
十

七
八
歳
の
中
高
校
生
は
、
一
方
で

時
代
と
環
境
の
影
響
を
ま
と
も
に

受
け
、
軽
桃
浮
薄
な
現
実
に
流
さ

れ
易
い
反
面
、
絶
え
ず
物
事
の
本

質
的
な
も
の
を
求
め
、
真
正
な
も

の
を
直
観
す
る
力
を
備
え
て
い
ま

す
。
な
れ
ば
こ
そ
、
私
ど
も
中
等

教
育
に
携
わ
る
者
に
と
っ
て
肝
に

銘
ず
べ
き
こ
と
は
、
自
ら
が
学
び

続
け
る
行
為
者
と
な
っ
て
、
生
徒

と
共
に
あ
る
こ
と
で
あ
り
ま
し
よ

う
。
私
は
今
、
江
原
先
生
の
こ
ん

な
文
章
の
一
節
を
思
い
浮
か
べ
ま

す

「
学
校
教
師
が
、
生
徒
に
講
義

。

↓

を
な
さ
ん
と
す
る
に
あ
た
り
、

麻
布
学
園
で
は
、
懸
案
で
あ
っ

た
一
ク
ラ
ス
の
生
徒
数
（
学
級
定

数
）
減
を
二
〇
〇
〇
年
度
か
ら
、

中
学
・
高
校
全
学
年
で
一
斉
に
実

施
す
る
。
こ
れ
に
と
も
な
い
各
学

年
と
も
七
学
級
編
成
（
一
学
級
四

二
～
四
三
人
）
と
な
る
た
め
、
普

通
教
室
の
確
保
が
課
題
と
な
っ
て

い
た
が
、
夏
休
み
中
に
合
併
教
室

・
実
験
室
・
研
究
室
な
ど
の
配
置

換
え
や
改
修
工
事
を
終
え
、
解
決

し
た
。
定
数
減
よ
っ
て
学
級
で
の

指
導
は
当
然
の
事
な
が
ら
こ
れ
ま

で
よ
り
も
き
め
細
か
な
も
の
に
な

る
が
、
学
校
全
体
と
し
て
の
き
め

細
か
な
指
導
を
ど
う
確
保
し
て
い

く
か
、
さ
ら
に
議
論
が
深
め
ら
れ

よ
う
と
し
て
い
る
。
な
お
、
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
変
更
は
当
面
な
い
。

（
山
内
）

真
心
を
こ
め
て
準
備
す
る
と
準

↑備
せ
ざ
る
と
に
よ
り
て
、
生
徒
に

。

与
え
る
感
化
に
大
な
る
差
が
あ
る

（
中
略
）
旧
幕
の
こ
ろ
、
佐
藤
一

斎
と
て
、
博
学
強
記
を
以
て
有
名

な
る
儒
者
が
あ
っ
た
。
あ
る
日
の

こ
と
、
夜
十
時
頃
帰
宅
す
る
や
、

直
ち
に
書
斎
に
入
り
、
端
坐
し
て

読
書
を
さ
れ
た

（
三
頁
に
続
く
）

。
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